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特有の挙動は普通コンクリート 園 7 水中での普通コンタトト田口テリシスループ恒輔 1!l-8 畑中抑制コンクリート申ヒステリシスループ由酬
の水中と同じであ ~o これは骨材界面における付着の改善や水密性の向上により、ひび割れ的発生が抑制さ
れて疲労強度が伸びても、急激な破壊につながるひび割れの拡大が水の作用によって起るためであるものと
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思われる。
図-6は真空処理コンクリートの庄縮歪のヒステリシスル}プの面積を、初回の磁積に対する比で示した
ものである。 2回目の繰返しから0.3-0.5に減少し一定の値を保ち、破壊直前に増加している。図-7およ
び8は普通コンクリートの水中と大気中での結果であ ~o *'中では商積の減少はあまり見られず、破壊直前
に初回の面積よりも大きくなっている。大気中では0.2-0.4程度まで減少し一定の値を傑ち破壊前に増加し
てい ~o 真空処理コンクリートのヒステリシスループの面積は、普通コンクリートの大気中のものと似た挙
動を示してい忍。これは骨材界面の強化による改善効果のためであるものと思われる。
4.まとめ
修正グッドマン線図により完全片振りに換算した、普通コンクリートの 200万四疲労強度は、大気中で静
的強度の56%あったのに対し、水中で30%に低下したが、真空処理コンクリ}トでは静的強度の41%に改善
された。
真空処理によ~骨材界商での付着の改善と水密性の向上による疲労強度の改善効果が、歪およびヒステリ
シスループの挙動から知るととができる。しかし水中疲労特有の破壊直前でむひび割れの拡大は抑えること
ができず、水の作用は大きなもむであることがわかる。
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